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１ 学校の状況                                           

学校所在地 

の特徴 

住所 掛川市南西郷 1357 番地 

海抜 54.7ｍ 

海岸からの距離 約 10km 

近隣の河川 逆川 

周辺の地形 静岡県西部に位置し、牧之原台地の西に位置する。南北に約 30km、東西

に約 16km の距離がある。掛川駅を中心に市街地が広がり、国道 1 号線や

東名高速道路が通過する。中心市街地は周囲を山に囲まれた地形とや

や内陸に入った場所にある。 

学校の 

被害想定 

最大震度 震度６強（南海トラフ基本ケース） 

津波浸水 － 

液状化 － 

土砂災害警戒

区域等の指定 
急傾斜地崩壊危険個所等 

原子力発電所

との位置関係 
UPZ の区域内  ＊UPZ：緊急時防護措置を準備する区域 

火山避難対象

エリア 
－ 

その他の被害  

生徒の状況 学年 １年  206 人 

２年  210 人 

３年  198 人 

主な通学範囲 掛川市、菊川市、御前崎市、袋井市、森町、島田市、磐田市、その他 

通学方法 徒歩  ２．４％ 

自転車  ３２．７％ 

公共交通機関  ５４．３％ 

その他 １０．６％ 

支援を要する児童・生徒等 アレルギー生徒 

津波浸水エリア内居住児童生徒数 65 人（アンケート回収率 75％） 

UPZ 内居住児童生徒数 

※UPZ…原子力発電所から 5 ㎞～30 ㎞圏内 

361 人（アンケート回収率 75％） 

PAZ 内居住児童生徒数 

※PAZ…原子力発電所から 5 ㎞圏内 

50 人（アンケート回答率 75％） 

火山避難エリア内居住児童生徒数 5 人（アンケート回答率 75％） 

避難場所の

指定 

指定避難場所 指定されていない 

指定避難所 指定されている（掛川市） 

福祉避難所 指定されていない 
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◆ハザードマップ（●指定緊急避難場所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掛川市防災ガイドマップ 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/fs/3/2/4/0/8/1/_/kakegawaguidebook.pdf
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２ 教育活動の実施基準                            

（1）気象注意報・警報 

情報 授業 対応 

注意報 

強風 

大雨 

洪水 

平常授業 

＜登校前に発令＞ 

① 気象情報や地域の実情等を家族と相談し、安全を確認した上で登校する。 

② 安全に登校することが心配される場合は、学校に連絡し、自宅で待機するか

状況を見て登校する。 

＜登校後に発令＞ 

気象情報や地域の実情に応じ、生徒の安全面を配慮して下校させることもある。 

警 報 

暴風 

大雨特別 
授業中止 

＜登校前に発令＞ 

① 午前６時の時点で発令されている場合は、午前 11 時まで自宅待機とする。 

② 午前 11 時の時点で解除されていない場合は、１日休校とする。 

③ 午前 11 時の時点で解除されている場合は、午後の授業に間に合うように登

校する。ただし、安全に登下校することが心配される場合は学校に連絡し、自

宅で待機するか状況を見て登校する。 

④ 午前１１時の時点で警報が学校所在地において解除されているが、生徒の居

住地において解除されていない場合は該当生徒は出席停止とする。 

＜登校後に発令＞ 

① 気象状況や地域の実情を判断し、安全を確認した後、下校させる。 

【確認事項】 

□交通、道路情報の確認 

□保護者引き取りの有無 

□集団下校者の確認 

□自転車通学者の安全指導 

□下校途中で帰宅不能になった場合の対処法 

② 安全に下校することが困難な生徒については、保護者と連絡をとり、適切な対

処をする。 

大雨 

洪水 
平常授業 

＜登校前に発令＞ 

① 気象情報や地域の実情等を家族と相談し、安全を確認した上で登校する。 

② 安全に登校することが心配される場合は、学校に連絡し、自宅で待機するか

状況を見て登校する。 

＜登校後に発令＞ 

気象情報や地域の実情に応じ、生徒の安全面を配慮して下校させることもある。 
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（2）地震関連 

状 況 基 準 

地震 

南海トラフ地震臨時情報 

調査中 原則平常授業 

巨大地震警戒 原則平常授業 

巨大地震注意 原則平常授業 

調査終了 原則平常授業 

学校が所在する地域で震度５弱以上の地震が

発生したとき 
直ちに教育活動を中止 

学校が所在する地域で震度４以下の地震が 

発生したとき 
平常授業、ただし状況に応じて授業中止 

 

（3）津波警報・注意報 

 

（４）原子力災害 

 警戒事態 施設敷地緊急事態 全面緊急事態 

UPZ 内学校 直ちに教育活動中止 直ちに教育活動中止 直ちに教育活動中止 

＊避難先１は愛知県、避難先２は富山県である。 

（５）噴火警報レベル 

 レベル 教育活動の実施基準 下校・引渡しのルール 

噴
火
警
報 

レベル５ 

教育活動中止 下校または引渡し 

レベル４ 

火
口
周
辺
警
報 

レベル３ 
避難準備を整えた上で教育活動を継続 

校外、屋外での活動は中止 
必要に応じて下校または引渡しの準備 

レベル２ 平常授業 通常どおり 

噴火予報 レベル１ 平常授業 通常どおり 

 

注意報・警報 教育活動実施基準 

津波注意報 
＜在校時＞ 

□ 平常授業 

津波警報 
＜在校時＞ 

□教育活動を中止 

＜学校管理下外＞ 

□避難または自宅待機 

□津波警報が解除され、登下校の安全が確保された時点で登校 
大津波警報 
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３ 緊急時の連絡手段及び生徒の引渡し 

（１）保護者等への緊急連絡・通信手段 

通信手段 説明・留意事項 

メール配信 インターネット回線を介して配信する。学校サーバーから配信する場合は停電時には使用できない。 

学校ホームページ 
学校のホームページに情報を掲載する。学校サーバーを介している場合は停電時に情報の更新ができない。

受信者側の閲覧行動に依存。 

電話 個別に口頭で連絡する。時間がかかる。 

c-learning 
個人の携帯電話やスマートフォンからログインして連絡することもできるため、停電時の連絡手段として有効。

保護者等による事前登録済。 

ラジオ コミュニティＦＭ等で情報を放送する。聞き逃す場合があるので、定期的に発信する必要がある。 

１７１ （Web１７１) 
災害用伝言ダイヤル（災害用伝言板）に情報を登録する。開設は NTT による判断となるので、使えないこと

もある。 

 

（２）引渡しのルール 

状 況 基 準 

学校を含む

地域の震度 

震度４以下 

□ 状況に応じて下校。（地区ごと集団下校等） 

□ 交通機関に混乱が生じている場合や、通学路の安全が確認できない 

場合は学校で待機させる。 

震度５弱以上 

□ 原則として、安全が確認できるまでは学校で待機させる。 

□ 安全が確認されたら、保護者への引渡し・集団下校等、地震の規模、 

被災状況に応じて適切に判断する。 

 

（３）引渡しにおける留意事項  

□ 地域ごと集団で下校させるなど、安全確保上の配慮を徹底する。 

□ 生徒の下校後の状況把握に努める（避難先・家族や自宅の被害等）。 

□ 保護者に引渡した後においても、安全に帰宅できることが確認されるまでは保護者とともに学校に 

留め置くなどの対応も必要である。 

 

（３）引渡し手順 

 災害対策本部 避難誘導班（教務課・学年部） 

事
前 

① 引渡し場所（生徒等待機場所）決定 

② 保護者を誘導・引渡し方法説明 

①  防災カード準備 

② 引き渡し時の手順確認 

引
渡
し 

 

① 防災カードの照合 

②  引渡し後の連絡先の確認 

③ 引渡し状況の報告 

事
後 

① 引渡し状況の集約 

② 引渡しが完了していない生徒の保護 
①  引渡しが完了していない生徒の保護 

【学校待機の留意点】 

□ 長時間の待機又は宿泊施設の確保 

□ 食料・寝具の確保 

□ 生徒の身体的・精神的ケア 
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４ 情報の収集方法                                

情報 サイト名・提供先等 収集方法（ＵＲＬ等） 

①早期注意情報 気象庁 https://www.jma.go.jp/bosai/warning/#

lang=ja 

②洪水・土砂災害 川の防災情報・国土交通省 https://www.river.go.jp/portal/?region

=80&contents=multi 

③洪水・土砂災害 洪水警報の危険度分布・気象庁 https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#eleme

nts:flood/lat:34.034453/lon:134.978027

/zoom:5/colordepth:normal 

④地震 強震モニタ・防災科学技術研究所 http://www.kmoni.bosai.go.jp/ 

⑤地震・水害・火山 静岡県 防災ポータル https://www.bousai-portal.pref.shizuoka.jp/ 

【参考】静岡県防災アプリの活用 

 

① 早期注意情報（気象庁）  

 

 

 

②  洪水・土砂災害（川の防災情報・国土交通省） 

 

 

 

 

③  洪水・土砂災害（洪水警報の危険度分布・気象庁） 

 

 

 

 

④  地震（強震モニタ・防災科学技術研究所） 

 

 

 

 

⑤  地震・水害・火山（静岡県 防災ポータル） 

 

 

 

 

 

 

https://www.jma.go.jp/bosai/warning/#lang=ja
https://www.jma.go.jp/bosai/warning/#lang=ja
https://www.river.go.jp/portal/?region=80&contents=multi
https://www.river.go.jp/portal/?region=80&contents=multi
https://www.river.go.jp/portal/?region=80&contents=multi
https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#elements:flood/lat:34.070862/lon:134.934082/zoom:5/colordepth:normal
http://www.kmoni.bosai.go.jp/
https://www.bousai-portal.pref.shizuoka.jp/
https://www.jma.go.jp/bosai/warning/#lang=ja


11 

 

５ 地震発生時の対応                               

（１）大規模地震発生時の対応     

実施項目 実施者 

発
生
直
後
の
安
全
確
保 

□ 生徒に対し明確な指示を出す。 

「落ちてこない・倒れてこない・移動してこない」場所に身を寄せる 

教室 

頭を守る 

机の下に隠れる（机の脚を持つ） 

外に飛び出さない 

廊下・階段 ガラスに注意して中央で伏せる 

体育館 落下物に注意して中央で伏せる 

グラウンド 校舎から離れ中央で伏せる 

□ 火気の消火（電源を切り・ガスの元栓を閉める） 

□ 出入口を確保する 

□ 管理職  

□ 授業者  

□ ＨＲ担任 

□ 全職員 

避
難
誘
導 

□ 生徒の状況を把握する。 

□ 生徒に対し明確な指示を出す。 

「押さない・走らない（※）・しゃべらない・戻らない」 

防災ずきん等で頭部を保護する 

余計な荷物を持たず、上履きのまま行動する 

※津波避難の場合は走ることもある 

□ 名簿、引渡しカード、ホイッスル等を携行し、生徒を安全な場所に誘導する。 

□ 普通教室以外の場所にいる生徒の所在に配慮する。 

□ 隣接クラスが連携して避難し、集団の前後に教職員を配置する。 

□ 生徒の不安の緩和に努める。 

□ 避難の際に支援を要する者への対応に配慮する。 

□ 校内にいる人員の状況を把握する（点呼・欠席者・負傷者等）。 

□ ２次災害等の危険が予想された場合は直ちに安全な場所に避難する。 

□ 管理職  

□ 授業者  

□ ＨＲ担任 

□ 全職員 

 

 

  避難完了後は、災害対策本部を設置し、各班の対応行動を開始する。  

（２）登下校時又は校外活動中における生徒への指導 

指導項目 実施者 

□ 最寄りの避難場所等の安全な場所に避難すること。  

□ バス・電車等では運転手・駅員の指示に従うこと。  

□ 家庭や学校と連絡を取り、状況を報告し、指示に従うこと。  

□ 流言等の不正確な情報に惑わされず行動すること。 

□ 防災教育担当者等 
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６ 南海トラフ地震臨時情報が発表された場合の対応                     

【「南海トラフ臨時情報」の発表条件】 
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【「南海トラフ地震臨時情報」における防災対応】 

           

            

（気象庁資料 「南海トラフ地震～その時の備え～」R1.6 より ） 
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【「南海トラフ地震臨時情報」発表時の学校対応の流れ】 
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７ 原子力災害対策の基礎知識                         

原子力災害について 

「原子力防災のしおり 平成29年３月」（静岡県） 
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（学校の場合） 

□ 教室等の全ての窓やカーテンを閉め、換気扇等を止める。 

□ 避難等に備え、マスク配布の準備をする。 

□ 長時間の屋内退避においては、特に体調や気持ちの変化に配慮する。 

□ 自治体等からの指示に迅速に対応できるよう、身支度を整えさせる。 

□ 今後の動きや留意点（保護者への引渡し・避難・家族との合流、防護対策等）を児童生徒に説明する。 

□ 一斉メール等を活用し、学校の対応（屋内退避）等について保護者に連絡する。 
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８ 浜岡地域原子力災害広域避難計画                  

（１）避難先市町（県内の避難先及び協議をしている都県、市区町村） 

避難先１：原子力災害が単独で発生した場合等 

避難先２：大規模地震との複合災害などで避難先１に避難できない場合 

市町名 PAZ UPZ 避難先１ 避難先２ 

掛川市  ○ 

愛知県 

（岡崎市、碧南市、刈谷市、安城市、 

西尾市、知立市、高浜市、幸田町、 

豊田市、みよし市、新城市、設楽町、 

東栄町、豊根村、豊川市、蒲郡市） 

富山県 

（富山市、魚津市、滑川市、黒部市、 

南砺市、射水市、上市町、立山町、 

入善町、朝日町、舟橋村） 

 ※PAZ・UPZの対象範囲が市町域の全域に及ぶ場合は〇、一部の場合は△ 

 ※その他の地域は『浜岡地域原子力災害広域避難計画 R5.月修正』（静岡県危機管理部）参照 

 

 

（２）学校等の避難フロー（ＰＡＺ・ＵＰＺ共通）（例） 

 

 

 

 

 

 

 

※保護者への引渡しを原則とするが、引渡しが出来ない場合には、市町の指示によりバス等により 

避難するものとする（バス等の確保は県が国の支援、交通関係機関の協力を受け行う。）。 

 

  （『浜岡地域原子力災害広域避難計画 R5.月修正』（静岡県危機管理部）参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浜岡地域原子力災害広域避難計画 

https://www.pref.shizuoka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/030/331/r5kouikihinannkeikaku.pdf
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９ 原子力施設において異常な事態が発生した場合に備えた学校の対応       

（１）ＰＡＺ又はＵＰＺ圏内から通学している生徒への対応 

事前の準備 
□ 原子力発電所のある地域から通学している生徒がいる場合は名簿を作成し、 

原子力災害発生時の対応について保護者と共通理解を図る。 

原子力施設にお

いて異常な事態

が発生した場合 

□ 災害発生状況を把握し、当該生徒に正確な情報を伝える。 

□ 原子力災害の場合、自家用車避難を原則とすることから、 

保護者と生徒が可能な限り一緒に行動できるよう下校又は引渡しの時期を判断する。 

□ 下校又は保護者への引渡しができない場合は、学校で待機させ、教職員とともに行動する。 

 

（２）ＵＰＺ内の学校における対応 

ＵＰＺ内の学校は、放射性物質が漏洩した場合、自治体の指示に従い、児童生徒を引率して避難する

こともありうるため、可能な限りそれ以前の段階での下校又は引渡しがなされるよう努めること。 

 警戒事態 
施設敷地緊急事態 
（屋内退避準備） 

全面緊急事態 
（屋内退避） 

学校が直ち

に 取 る べ き

対応 

□直ちに教育活動を中止 

□学校の対応を保護者に連絡 

□下校または引き渡し 

□上記の対応を教育委員会に 

連絡 

□直ちに教育活動を中止 

□屋内退避準備 

□学校の対応を保護者に連絡 

□下校または屋内での引き渡し 

（体育館又は葛川会館） 

□上記の対応を教育委員会に連絡 

□直ちに教育活動を中止 

□屋内退避 

□学校の対応を保護者に連絡 

□屋内での引き渡し 

（体育館又は葛川会館） 

□上記の対応を教育委員会に連絡 

下校又は引渡

し が でき ない

児童生徒への

対応 

□学校等に留め置き □学校等の屋内に留め置き □学校等の屋内に留め置き 

 

（３）下校・引渡しのルール（まとめ） 上段：警戒事態 中段：施設敷地緊急事態 下段：全面緊急事態 

 児童生徒の居住地 

ＰＡＺ内 ＵＰＺ内 ＵＰＺ外 

学
校 

ＰＡＺ内 

【下校又は引渡し】 

【引渡し】 【下校又は引渡し】 

自治体からの避難指示に備え、原則【引渡し】は一旦中断（※） 

ＵＰＺ内 

【下校又は引渡し】 

【引渡し】 【下校又は引渡し】 

【引渡し】 

ＵＰＺ外 

【下校又は引渡し】 ― 

【引渡し】 【下校又は引渡し】 ― 

【引渡し】 ― 

（※）自治体から避難指示が出るまでは可能な限り【引渡し】を継続 
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10 Jアラート警報時の対応        

（１）学校の対応 

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）警報時の対応について
～学校の対応編～

• 教育活動を中止し、児童生徒を速やかに屋内（校舎等）に避難させる

• 屋内（校舎、寄宿舎等）にいる場合は、爆風により窓ガラス等が吹き飛ぶおそれがあ
るため、できる限り窓から離れさせる

児童生徒在校時

• 登校前の児童生徒は、自宅待機させる（事前指導）

• 授業開始を遅らせる等の措置を取り、児童生徒、保護者に通知する

始業前

• 安全が確認でき次第避難行動をやめ、教育活動等を再開する

• 引き続き、テレビやラジオ、インターネット等で情報を収集する

ミサイルが通過した場合

事前対応

ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
た
場
合

• 課外活動（部活動等）を行っている場合は中止し、児童生徒を屋内（校舎等）に避難さ
せる

放課後（児童生徒が残っている場合）

• 「全国瞬時警報システム（Ｊアラート）警報時の対応について～行動編～」等を参考に、

児童生徒に対しJアラート警報時の行動や体勢等を指導する

• Ｊアラート警報時の行動、学校の対応について、保護者に周知する

授業中断等の判断について（参考）

ミサイルの発射条件によっては、極めて短時間（1,600ｋｍほどの距離を約10分）で飛来することが予想されるため、中断
や登校時間を遅らせる等については速やかな判断が求められる。

静岡県教育委員会

• 登下校中の児童生徒は近くの建物に避難させる（事前指導）

• 電車やバス（乗合バス）に乗車している場合は、事業者の指示に従う（事前指導）

• スクールバス乗車中の場合は、バスを降り近くの建物に避難するか、バスに乗車した
まま比較的安全な場所（地下やトンネル等）に移動し、避難姿勢をとる（事前指導）

登下校中

授業中断等の基準

•始業前：

•授業中：

学校の対応を記載
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全国瞬時警報システム（Ｊアラート）警報時の対応について
～行動編～

• 屋内にいる場合

– 窓から離れるか、窓のない部屋に移動する

• 屋外にいる場合

– 近くの建物（できればコンクリート造り等頑丈な建物）や地下に避難する

• 近くに建物がない場合

– 物陰に身を隠すか、地面に伏せて頭部を守る

☆ポイント

ミサイル着弾時に爆風や破片等による被害を避けるための避難行

動を取ること

ミサイルが発射された場合

• 屋内にいる場合

– 換気扇を止め、窓を閉め、目張りして室内を密閉する

• 屋外にいる場合

– 口と鼻をハンカチで覆いながら直ちに現場を離れ、密閉性の高い建物又
は風上に避難する

• テレビ、ラジオ、インターネット等で情報を収集する

• 行政からの指示（同報無線等）があれば、指示に従う

☆ポイント

弾頭の種類に応じて被害の様相や対応が異なるため、避難行動を続
けながら情報を収集すること

ミサイルが落下した場合

• 避難行動をやめ、引き続き情報収集に努める

• 落下物らしきものを発見した場合は決して近寄らず、警察・
消防に連絡する

• 防災行政無線等による指示があった場合は指示に従って行
動する

ミサイルが通過した場合

参考：国民保護ポータルサイト

静岡県教育委員会

Ｊアラート警報の意味を理解し、情報収集しながら適切な行動に努めてください
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（２）具体的対応 

１ 事前の対応 

□ マニュアルの見直し・整備 

・「Ｊアラートにより緊急情報が発信された場合は１校時を休講とする」等、教育活動の中止基準の明確

化 等 

□ 学校環境の安全点検及び整理整頓 

□ 生徒・保護者・教職員によるＪアラート警報時の対応策の共通理解 

・Ｊアラート警報時の行動について、生徒に指導 

□ 避難訓練の実施 

２ 事後の対応 

Ｊアラートによる緊急情報（ミサイル発射）の発信時 

始業前 □ 生徒に対し、避難や自宅待機を指示 

□ 休校、短縮授業の措置を取る場合はその旨連絡するとともに教育委員会に報告 

□ 避難行動 

・出勤前の場合は、自宅待機 

・出勤途上の場合は、近くの建物や地下に避難するか、近くに建物等がない場合は地面に伏 

頭部等を守る 

・出勤後の場合は、校内にいる児童生徒へ避難を指示するとともに自らも避難 

□ テレビやラジオ、携帯電話等での情報収集 

在校中 □ 授業を中止し、生徒に避難行動を指示 

・屋外にいる場合は、校舎等の建物内に生徒を避難 

・屋内にいる場合は、室内を密閉し、できる限り窓から離れる 

□ テレビやラジオ、携帯電話等での情報収集 

放課後 □ 校内に生徒がいる場合は、屋内避難 

□ 部活動等を行っている場合は中止 

□ テレビやラジオ、携帯電話等での情報収集 

Ｊアラートによる緊急情報（ミサイル通過＝影響がない場合）の発信時 

始業前 □ 生徒に対し、避難や自宅待機の解除を通知 

□ 避難行動をやめ、出勤 

□ 引き続き、情報収集 

在校中 □ 避難行動をやめるよう生徒に指示し、授業を再開 

□ 引き続き、情報収集 

放課後 □ 避難行動をやめるよう生徒に指示 

□ 部活動等の再開の判断をし、生徒に伝達 

□ 引き続き、情報収集 

Ｊアラートによる緊急情報（ミサイル落下＝影響がある場合）の発信時 

全時間帯 □ 生徒の安全を最優先し、避難指示をするとともに自らも避難行動 

□ 屋外にいる場合は、口と鼻をハンカチ等で覆い、密閉性の高い屋内または風上へ避難 

□ 引き続き、情報収集 

□ 自治体から指示があった場合は、指示に従って行動 
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11 熱中症の防止対策及び発生時の対応   

１．熱中症とは何か 

 １）熱中症とは 

   ・体温を平熱に保つために汗をかき、体内の水分や塩分（ナトリウムなど）の減少や血液の流れが滞るな

どして、体温が上昇して重要な臓器が高温にさらされたりすることにより発症する障害の総称です。高

温環境下に長時間いた時の体調不良はすべて熱中症の可能性があります。 

   ・死に至る可能性のある病態です。 

   ・予防法を知って、それを実践することで、完全に防ぐことができます。 

   ・応急処置を知っていれば重症化を回避し、後遺症を軽減できます。 

 

２）熱中症の起こる仕組み 

   体内に溜まった熱を体外に逃す方法（熱放散）には、皮膚の表面から直接熱を外気に逃がす放射や液

体や固体に移す伝導、風によってその効率を上げる対流等があります。しかし、外気温が高くなると熱を逃

しにくくなります。汗は蒸発するときに体から熱を奪います。高温時は熱放散が小さくなり、主に汗の蒸発に

よる気化熱が体温を下げる働きをしています。高温多湿、風が弱い等の環境下では、熱放射が減少し、汗

の蒸発も不十分になるため、体に熱が溜まって体温が上昇することにより、熱中症が発生しやすくなります。

そのため、汗をかくと水分や塩分が不足し、血液の流れが悪くなるので、適切な水分・塩分の補給が重要

になってきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【熱中症の起こり方】 ＊環境省ＨＰ出典 
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 ３）熱中症の発生要因 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①急に気温が上がった時        ⑤休み明け・練習の初日 

②気温・湿度が高い時          ⑥練習が連日続いた最終日前後 

③日差しや照り返しが強い時    ⑦ランニングやダッシュを繰り返したとき 

    ④暑い季節の風が弱い時       ⑧締め切った体育館 

 

 

 

 

 

①暑さに慣れていない人        ⑤体力が低い人 

②肥満傾向の人               ⑥朝ご飯を食べていない人 

③睡眠不足の人     

④体調が悪い人      

 ＊心臓疾患、糖尿病、精神神経疾患、広範囲の皮膚疾患等の持病を有する児童 

生徒の場合には、体温調節がうまくできない傾向があり、さらに注意を要する必 

要があります。 

 

【熱中症を引き起こす要因】＊環境省ＨＰ出典 

熱中症が起こりやすい気象・環境・活動条件等 

熱中症になりやすい人 
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４）熱中症の分類 

 熱中症は、「暑熱環境にさらされた」状況下での体調不良です。 

□軽症の場合 

【現場での応急処置で

対応できる】 

「立ちくらみ」や「筋肉のこむら返り」などを生じますが、意識ははっきりしてい

ます。 

□中等症の場合 

【病院への搬送を必要

とする】 

全身の倦怠感や脱力、頭痛、吐き気、嘔吐、下痢等の症状が見られます。この 

様な症状が現れた場合には、直ちに医療機関へ搬送する必要があります。 

□重症の場合 

【入院して集中治療の

必要性がある】 

高体温に加え意識障害が見られます。けいれん、肝障害や腎障害も合併し、 

最悪の場合には死亡する場合もあります。 

＊ 熱中症の症状には、典型的な症状が存在しません。暑さの中にいて具合が悪くなった場合 

にはまず、熱中症を疑い、応急処置あるいは医療機関へ搬送するなどの措置を講じるようにします。 

＊ 重症度を判定するときに重要な点は、意識がしっかりしているかどうかです。少しでも意識が 

おかしい場合には、Ⅱ度（中等症）以上と判断し病院への搬送が必要です。 

「意識がない」場合は、全てⅢ度（重症）に分類し、絶対に見逃さないことが重要です。また、 

必ず誰かが付き添って、状態を見守ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日本救急医学会熱中症分類 2015出典】 
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 ５）暑さ指数（ＷＢＧＴ）と暑さ指数（ＷＢＧＴ）計による測定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【暑さ指数（ＷＢＧＴ）に応じた注意事項等】 ＊環境省ＨＰ出典 
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 ６）熱中症警戒情報および熱中症特別警戒情報について（法改正Ｒ６．４月施行） 

熱中症による救急搬送人員や死亡者数が年々増加傾向にあり、熱中症による人の健康に係る被害を

防止するため熱中症警戒情報、熱中症特別警戒情報として法律上規定された。（令和６年４月施行） 

   暑さ指数（ＷＢＧＴ）が３５に達しない場合であっても、自然的社会的状況により、熱中症により国民の健

康に重大な被害が生ずる恐れがあると認められるような場合に発表する場合があるとされている。 

   熱中症特別警戒情報が発表される状況は、過去に例のない危険な暑さとなっていることが想定されるた

め、普段心掛けている熱中症予防行動と同様の対応では不十分な可能性がある。熱中症予防行動を徹

底し、管理者がいる場所やイベント等において、暑さ指数（ＷＢＧＴ）等の実測の上、責任者が適切な熱中

症対策がとれていることを確認し、適切な熱中症対策が取れない場合は中止・延期の検討をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



29 

 

２．熱中症を防ぐためには 

 スポーツ活動による熱中症は、適切な予防処置により防げるものです。熱中症の発生には、環境条件、運動

の条件、個人のコンディションが関係しており、対策が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）環境条件の把握 

 

・環境省から発信される熱中症警戒アラートに必ず従い、発表されていない時は環

境省の示している以下の指針に従うものとする。 

・体育等の授業の前や体育大会、水泳大会、クラブ活動、また遠足をはじめとした

校外活動の前や活動中に定期的に暑さ指数（ＷＢＧＴ）を計測し、これらの指針を

参考に危険度を把握することで、より安全に授業や活動を行うこととする。 

・暑さ指数計は職員室、事務室、体育館、保健室に設置。 

２）運動量の調整 

 

・運動強度が高いほど熱の産生が多くなり、熱中症の危険性は高くなる。 

・暑い時期の運動はなるべく涼しい時間帯にするようにし、休憩を頻繁にいれるよう

にする。 

・激しい運動では休憩は３０分に１回以上取ることが望ましい。 

・強制的な運動は厳禁。 

３）状況に応じた水

分・塩分補給（脱水

症 状 の サ イ ン の 見

方） 

 

・暑い時期は、のどが渇く前に水分をこまめに補給する。 

・汗で失われた塩分も適切に補うためには、０．１～０．２％程度の塩分（１ℓの水に１

～２ｇの食塩）を補給できる経口補水液やスポーツドリンクを利用するとよい。 

・体重の３%以上の水分が失われると体温調節に影響すると言われており、運動前

後の体重減が２％を超えないように水分を補給する。 

・水分補給が適切かどうかは、運動前後の体重を測定するとわかります。運動の前

後に、また毎朝起床時に体重を測る習慣を身につけ、体調管理に役立てることが

勧められます。 

①環境条件を把握し、それに応じた運動、水分補給を行うこと 

②暑さに徐々に慣らしていくこと 

③個人の条件や体調を考慮すること 

④服装に気をつけること 

⑤具合が悪くなった場合には早めに運動を中止し、必要な処置をすること 

 

＊上記５つ以外にも体育の授業・部活動等では次の確認をする必要がある 

〇体調  〇食事はとれているか  〇帽子の着用 
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【脱水症状のサインの見方】 ＊大塚製薬ＨＰ引用 
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12 光化学オキシダント注意報等発令時の対応                         

Ⅰ 注意報等発令の流れ 

 

 

 

 

 

※以下のとおり、次の学校へ電話連絡する。 

「○○地区に、○時○分、光化学オキシダント注意報（警報）が発表されました。○時○分に NES メールで配信され

ている内容を至急確認のうえ、児童生徒への注意喚起及びオキシダント緊急時連絡網により次の学校への連絡を

お願いします。」 

Ⅱ 学校の対応 

（１） 放送等による注意伝達（副校長、教頭、保健主事） 

        ①屋外に出ない。 

        ②屋外活動を停止する。 

        ③眼・喉に刺激を感じたときは、洗顔・うがい等を行う。 

        ④先生方の指示に従う。 

（２） 被害の掌握・報告 

①被害を受けた生徒は担任に報告し、担任は副校長又は教頭へ報告する。 

  ②被害を受けた教職員は副校長又は教頭へ報告する。 

        ③副校長又は教頭は被害状況をまとめ、校長へ報告する。 

         ④ 校長は健康体育課危機管理・安全班（054-221-3677）、掛川市役所環境保全課公害衛生係 

            （21-1145）へ 電話連絡するとともに、健康体育課危機管理・安全班へ被害届を提出する。 

（３） 教職員の対応 

   ①養護教諭は、必要に応じ医療機関へ連絡を取り、診療を受けさせる。 

   ②屋外に出ないよう指導する。 

電話連絡 

電話連絡 

 電話連絡  ＴＥＬ ２２－７２５５ 
 ＦＡＸ ２２－６９５０ 

県教委 健康体育課 

注意報等発令 

掛川西高校 

【注意報等発令時の注意事項】 

 １ 目やのどに刺激を感じた場合は、 
   洗顔し、うがいをして保健室へ。 
 ２ 状況に応じ、野外運動は中止。 

掛川工業高校 
掛川東高校 

（放送で全校連絡） 


